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表紙:商工会法施行時の世相を伝える紙面「昭和35年6月10日付 北國新聞朝刊・夕刊」
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S35年

6/10
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律

（
商
工
会
法
）
施
行

S36年

３５
年
度
中
29
商
工
会
設
立

1月
３８
豪
雪

1月
５６
豪
雪

2/20
石
川
県
知
事
に
中
西
陽
一
氏

4/1
追
認
保
証
小
口
事
業
資
金
融
資
制
度
創
設

2/14
円
の
変
動
相
場
制
移
行

10/110月
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

12/5

8/4
石
川
県
商
工
会
連
合
会
法
制
化
創
立
総
会

開
催 （
初
代
会
長
に
関
友
次
郎
氏（
松
任
町
）選
任
）

S39年

11/16
石
川
県
商
工
会
婦
人
部
連
合
会
創
立
総
会
開
催

S41年

S48年 S38年S39年S49年

11/18
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
創
立
総
会
開
催

S42年

3/31
法
制
化
商
工
会
設
立
完
了

（
年
度
末
商
工
会
数
３９
）

S44年

11/24
第
２
代
県
連
会
長
に
西
橋
義一氏（
羽
咋
市
）選
任

S48年

４８
年
度
中
に
広
域
商
工
会
協
議
会（
７
ブ
ロ
ッ
ク
）を
設
置
し

ブ
ロ
ッ
ク
内
市
町
村
と
の
懇
談
会
を
開
催

S50年

11/10
県
連
合
会
事
務
所
を
丸
の
内
ビ
ル
へ
移
転

S53年

1/26
初
の
知
事
を
囲
む
中
小
企
業
振
興
懇
談
会
開
催

S57年

1/20
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
記
帳
機
械
化
業
務
の
開
始

S59年

5/25
第
３
代
県
連
会
長
に
田
中
孝
次
氏（
宇
ノ
気
町
）選
任

能
登
海
浜
有
料
道
路
全
線
開
通

3/29

S55年S56年

4/3
能
登
島
大
橋
有
料
道
路
開
通

S57年

能
登
半
島
縦
貫
道
路
全
線
開
通

8/26

S52年

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
開
通

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
創
設

S61年

11/7～12
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
の
中
部
む
ら
お
こ
し
物
産
展

初
の
開
催（
名
古
屋
市
）

H2年

5/30
第
４
代
県
連
会
長
に
村
金
七
郎
氏（
津
幡
町
）選
任

12/10
県
連
合
会
事
務
所
を
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
新
館
に
移
転

H5年

10/20
外
国
人
研
修
生
を
3
商
工
会
6
企
業
で
初
め
て
受
け
入
れ

4/1
消
費
税
ス
タ
ー
ト
 

H元年

商
工
会
法
の
制
定

　「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律（
商
工

会
法
）」は
昭
和
35
年
２
月
25
日
、第
34
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
、５
月
20
日
公
布
、６
月
10
日

に
施
行
さ
れ
た
。戦
前
、戦
後
を
通
じ
て
の
任

意
時
代
の
商
工
会
活
動
が
実
を
結
ん
だ
日
で

あ
る
。

 

同
法
に
基
づ
き
、全
国一斉
に
商
工
会
が
設
立
さ

れ
、県
内
で
も
、鶴
来
商
工
会
を
第
１
号
と
し

て
、29
の
商
工
会
が
誕
生
し
た
。ま
さ
に
昭
和
35

年
は
商
工
会
設
立
元
年
で
あ
る
。

青
年
部・婦
人
部
、関
係
団
体
の
設
立
　

　
青
年
部・婦
人
部（
平
成
12
年
４
月
か
ら
女

性
部
と
改
称
）の
組
織
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
、

婦
人
部
は
、昭
和
39
年
に
傘
下
15
婦
人
部
に
よ

る
婦
人
部
連
合
会
が
、41
年
20
青
年
部
に
よ

る
青
年
部
連
合
会
が
設
立
さ
れ
た
。

商
工
会
の
基
盤
づ
く
り 

　
公
益
的
な
地
域
の
総
合
経
済
団
体・指

導
団
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
商
工
会
は
、高
度
経
済
成
長
と
あ
い

ま
っ
て
、商
工
貯
蓄
共
済
制
度（
36
年
）、追

認
保
証
小
口
事
業
資
金
融
資
制
度（
39

年
）、「
商
工
会
若
い
経
営
者
の
主
張
石
川

県
大
会
」な
ど
、今
日
も
機
能
し
て
い
る

各
種
制
度
や
事
業
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

商
工
会
の
基
盤
が
形
作
ら
れ
た
。

知
事
を
囲
む
中
小
企
業
振
興
懇
談
会

　
昭
和
53
年
か
ら
は
、商
工
会
と
県
と
の
意
見

交
換
、要
望
の
場
と
し
て
中
小
企
業
振
興
懇
談

会（
知
事
を
囲
む
懇
談
会
）を
開
催
し
て
い
る
。

記
帳
機
械
化
始
ま
る

　
記
帳
継
続
指
導
が
年
々
増
大
す
る
中
、記

帳
指
導
の
合
理
化
、機
械
化
が
検
討
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、昭
和
47
年
度
に
羽
咋
市
商
工
会
と

鹿
島
町
商
工
会
が
、こ
の
事
業
の
先
べ
ん
を
つ

け
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、57
年
に
電
算
機
を
導
入

し
て
自
前
の
記
帳
機
械
化
の
第一歩
を
踏
み
出

し
た
。

県
連
合
会
事
務
所
移
転

　平
成
2
年
12
月「
産
業
振
興
ゾ
ー
ン
」内
の

石
川
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
新
館
の
完
成

に
伴
い
、同
館
3
階
に
県
連
合
会
事
務
所
を
移

転
し
た
。

H7年

5/30
第
５
代
県
連
会
長
に
小
泉
信
男
氏（
七
塚
町
）選
任

11/15
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
初
め
て
開
催

3/27
石
川
県
知
事
に
谷
本
正
憲
氏

H6年

創
業
支
援

　
県
連
合
会
で
は
、平
成
7
年
新
規
開
業
予

定
者
等
を
対
象
と
し
た
6
回
シ
リ
ー
ズ
の「
創

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
初
め
て
開
催
し
、各
商

工
会
に
お
い
て
も
創
業
予
定
者
を
対
象
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
た
。

H8年

5/22
第
６
代
県
連
会
長
に
市
村
昭
治
氏（
押
水
町
）選
任

4/1
消
費
税
率
５
パ
ー
セ
ン
ト
に

H9年

1/2
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー「
ナ
ホ
ト
カ
号
」の
重
油
被
害

3%3%

む
ら
お
こ
し
物
産
展
開
催

　
昭
和
61
年
度
に
は
、中
部
ブ
ロ
ッ
ク

5
県
共
催
に
よ
る
初
め
て
の「
む
ら
お

こ
し
物
産
展（
場
所
：
名
古
屋
市
三
越

百
貨
店
）」が
、62
年
度
に
は
、第
１
回

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
物
産
展

（
場
所
：
東
京
都
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
）」が
開
催
さ
れ
た
。な
お
、中
部
む

ら
お
こ
し
物
産
展
は
平
成
13
年
度
ま
で

5
県
持
ち
回
り
に
よ
り
開
催
さ
れ
、全

国
物
産
展
は
現
在
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

全国むらおこし物産展

昭和49年12月6日付北國新聞朝刊から昭和52年8月26日付北國新聞朝刊から

商工会法成立の瞬間

昭和57年4月4日付北國新聞朝刊から

年
代

年
代

商
工
会
の
動
き

社
会
の
動
き

商
工
会
法
施
行
六
十
周
年
記
念
特
集
号

~

年
表
で
み
る
商
工
会
の
あ
ゆ
み~

商
工
会
の
設
立
根
拠
と
な
る
「
商
工
会
法
」
が
施
行
さ
れ
て
60
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
り
、

予
期
せ
ぬ
経
営
諸
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
商
工
会
は
会
員
と

二
人
三
脚
で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

－ 2 －－ 3 －



583３. 3 . 1  583３. 3 . 1  

S35年

6/10
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律

（
商
工
会
法
）
施
行

S36年

３５
年
度
中
29
商
工
会
設
立

1月
３８
豪
雪

1月
５６
豪
雪

2/20
石
川
県
知
事
に
中
西
陽
一
氏

4/1
追
認
保
証
小
口
事
業
資
金
融
資
制
度
創
設

2/14
円
の
変
動
相
場
制
移
行

10/110月
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

12/5

8/4
石
川
県
商
工
会
連
合
会
法
制
化
創
立
総
会

開
催 （
初
代
会
長
に
関
友
次
郎
氏（
松
任
町
）選
任
）

S39年

11/16
石
川
県
商
工
会
婦
人
部
連
合
会
創
立
総
会
開
催

S41年

S48年 S38年S39年S49年

11/18
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
創
立
総
会
開
催

S42年

3/31
法
制
化
商
工
会
設
立
完
了

（
年
度
末
商
工
会
数
３９
）

S44年

11/24
第
２
代
県
連
会
長
に
西
橋
義一氏（
羽
咋
市
）選
任

S48年

４８
年
度
中
に
広
域
商
工
会
協
議
会（
７
ブ
ロ
ッ
ク
）を
設
置
し

ブ
ロ
ッ
ク
内
市
町
村
と
の
懇
談
会
を
開
催

S50年

11/10
県
連
合
会
事
務
所
を
丸
の
内
ビ
ル
へ
移
転

S53年

1/26
初
の
知
事
を
囲
む
中
小
企
業
振
興
懇
談
会
開
催

S57年

1/20
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
記
帳
機
械
化
業
務
の
開
始

S59年

5/25
第
３
代
県
連
会
長
に
田
中
孝
次
氏（
宇
ノ
気
町
）選
任

能
登
海
浜
有
料
道
路
全
線
開
通

3/29

S55年S56年

4/3
能
登
島
大
橋
有
料
道
路
開
通

S57年

能
登
半
島
縦
貫
道
路
全
線
開
通

8/26

S52年

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
開
通

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
創
設

S61年

11/7～12
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
の
中
部
む
ら
お
こ
し
物
産
展

初
の
開
催（
名
古
屋
市
）

H2年

5/30
第
４
代
県
連
会
長
に
村
金
七
郎
氏（
津
幡
町
）選
任

12/10
県
連
合
会
事
務
所
を
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
新
館
に
移
転

H5年

10/20
外
国
人
研
修
生
を
3
商
工
会
6
企
業
で
初
め
て
受
け
入
れ

4/1
消
費
税
ス
タ
ー
ト
 

H元年

商
工
会
法
の
制
定

　「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律（
商
工

会
法
）」は
昭
和
35
年
２
月
25
日
、第
34
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
、５
月
20
日
公
布
、６
月
10
日

に
施
行
さ
れ
た
。戦
前
、戦
後
を
通
じ
て
の
任

意
時
代
の
商
工
会
活
動
が
実
を
結
ん
だ
日
で

あ
る
。

 

同
法
に
基
づ
き
、全
国一斉
に
商
工
会
が
設
立
さ

れ
、県
内
で
も
、鶴
来
商
工
会
を
第
１
号
と
し

て
、29
の
商
工
会
が
誕
生
し
た
。ま
さ
に
昭
和
35

年
は
商
工
会
設
立
元
年
で
あ
る
。

青
年
部・婦
人
部
、関
係
団
体
の
設
立
　

　
青
年
部・婦
人
部（
平
成
12
年
４
月
か
ら
女

性
部
と
改
称
）の
組
織
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
、

婦
人
部
は
、昭
和
39
年
に
傘
下
15
婦
人
部
に
よ

る
婦
人
部
連
合
会
が
、41
年
20
青
年
部
に
よ

る
青
年
部
連
合
会
が
設
立
さ
れ
た
。

商
工
会
の
基
盤
づ
く
り 

　
公
益
的
な
地
域
の
総
合
経
済
団
体・指

導
団
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
商
工
会
は
、高
度
経
済
成
長
と
あ
い

ま
っ
て
、商
工
貯
蓄
共
済
制
度（
36
年
）、追

認
保
証
小
口
事
業
資
金
融
資
制
度（
39

年
）、「
商
工
会
若
い
経
営
者
の
主
張
石
川

県
大
会
」な
ど
、今
日
も
機
能
し
て
い
る

各
種
制
度
や
事
業
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

商
工
会
の
基
盤
が
形
作
ら
れ
た
。

知
事
を
囲
む
中
小
企
業
振
興
懇
談
会

　
昭
和
53
年
か
ら
は
、商
工
会
と
県
と
の
意
見

交
換
、要
望
の
場
と
し
て
中
小
企
業
振
興
懇
談

会（
知
事
を
囲
む
懇
談
会
）を
開
催
し
て
い
る
。

記
帳
機
械
化
始
ま
る

　
記
帳
継
続
指
導
が
年
々
増
大
す
る
中
、記

帳
指
導
の
合
理
化
、機
械
化
が
検
討
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、昭
和
47
年
度
に
羽
咋
市
商
工
会
と

鹿
島
町
商
工
会
が
、こ
の
事
業
の
先
べ
ん
を
つ

け
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、57
年
に
電
算
機
を
導
入

し
て
自
前
の
記
帳
機
械
化
の
第一歩
を
踏
み
出

し
た
。

県
連
合
会
事
務
所
移
転

　平
成
2
年
12
月「
産
業
振
興
ゾ
ー
ン
」内
の

石
川
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
新
館
の
完
成

に
伴
い
、同
館
3
階
に
県
連
合
会
事
務
所
を
移

転
し
た
。

H7年

5/30
第
５
代
県
連
会
長
に
小
泉
信
男
氏（
七
塚
町
）選
任

11/15
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
初
め
て
開
催

3/27
石
川
県
知
事
に
谷
本
正
憲
氏

H6年

創
業
支
援

　
県
連
合
会
で
は
、平
成
7
年
新
規
開
業
予

定
者
等
を
対
象
と
し
た
6
回
シ
リ
ー
ズ
の「
創

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
初
め
て
開
催
し
、各
商

工
会
に
お
い
て
も
創
業
予
定
者
を
対
象
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
た
。

H8年

5/22
第
６
代
県
連
会
長
に
市
村
昭
治
氏（
押
水
町
）選
任

4/1
消
費
税
率
５
パ
ー
セ
ン
ト
に

H9年

1/2
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー「
ナ
ホ
ト
カ
号
」の
重
油
被
害

3%3%

む
ら
お
こ
し
物
産
展
開
催

　
昭
和
61
年
度
に
は
、中
部
ブ
ロ
ッ
ク

5
県
共
催
に
よ
る
初
め
て
の「
む
ら
お

こ
し
物
産
展（
場
所
：
名
古
屋
市
三
越

百
貨
店
）」が
、62
年
度
に
は
、第
１
回

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
物
産
展

（
場
所
：
東
京
都
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
）」が
開
催
さ
れ
た
。な
お
、中
部
む

ら
お
こ
し
物
産
展
は
平
成
13
年
度
ま
で

5
県
持
ち
回
り
に
よ
り
開
催
さ
れ
、全

国
物
産
展
は
現
在
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

全国むらおこし物産展

昭和49年12月6日付北國新聞朝刊から昭和52年8月26日付北國新聞朝刊から

商工会法成立の瞬間

昭和57年4月4日付北國新聞朝刊から

年
代

年
代

商
工
会
の
動
き

社
会
の
動
き

商
工
会
法
施
行
六
十
周
年
記
念
特
集
号

~

年
表
で
み
る
商
工
会
の
あ
ゆ
み~

商
工
会
の
設
立
根
拠
と
な
る
「
商
工
会
法
」
が
施
行
さ
れ
て
60
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
り
、

予
期
せ
ぬ
経
営
諸
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
商
工
会
は
会
員
と

二
人
三
脚
で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

－ 2 －－ 3 －
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H19年

4/1
商
工
会
職
員
の
人
事
異
動
開
始

H19年

3/25
能
登
半
島
地
震

H25年 H20年

9/15
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

経
営
破
綻（
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
）

7/21
第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
選
挙

(

全
国
比
例)

で
宮
本
周
司
氏
初
当
選

H27年

3/14
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

R1年

10/1
消
費
税
率
引
上
げ

（
８
％
↓
10
％
）

R2年

4/7
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を

図
る
た
め
国
は
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

H26年

6/20
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」制
定

「
小
規
模
事
業
者
支
援
法
」改
正

H26年

4/1
消
費
税
率
引
上
げ

(

５
％
↓
８
％)

6/1
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー「
能
登
支
所
」開
設

H23年

5/30
第
10
代
県
連
会
長
に
田
上
好
道
氏（
能
美
市
）を
選
任

H23年

3/11
東
日
本
大
震
災
発
生

H27年

12/25
国
が「
津
幡
町
商
工
会
経
営
発
達
支
援
計
画
」を

認
定（
県
内
商
工
会
第
1
号
）

H28年

10月
県
下
統一「
巡
回
指
導・訪
問
強
調
月
間
」を
設
定・推
進

R2年

10/23
県
連
合
会
等
主
催
の

「
商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
」開
催

3/30
県
が「
能
美
市
商
工
会
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」を
認
定

（
県
内
商
工
会
第
1
号
）

10/7～８
石
川
県
で
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
開
催

（
産
業
展
示
館
）

H17年

4/1
人
事
の
一
元
化

5/30
第
９
代
県
連
会
長
に
荒
木
龍
平
氏（
羽
咋
市
）選
任

H16年

4/1
か
ほ
く
市
商
工
会

（
平
成
の
商
工
会
合
併
県
内
第
１
号
）
認
可

H15年

1/6
新
県
庁
舎
業
務
開
始

7/7
能
登
空
港
開
港

H12年

4/1
商
工
会
婦
人
部
を
女
性
部
に
名
称
変
更

12
年
度
中
に
、商
工
会
に「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」を
設
置

5/29
第
８
代
県
連
会
長
に
下
出
重
与
茂
氏（
中
島
町
）選
任

H14年

11/14～15
石
川
県
で
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
開
催

（
観
光
会
館
）

H12年

6/1
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
施
行

大
型
店
立
地
が
原
則
自
由
に

　
平
成
12
年
6
月
、従
前
の
大
店
法
が
廃
止
さ

れ
、大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
が
施
行
さ
れ

た
。こ
れ
に
よ
り
大
型
店
の
出
店
は
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、生
活

環
境
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
れ
ば
原
則
立
地
が
自

由
と
な
っ
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、立
地
法
と
中
心
市
街
地

活
性
化
法
、改
正
都
市
計
画
法（
あ
わ
せ
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」と
い
う
。）に
対
応
す
る

た
め「
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
研
修
会
」を

開
催
し
た
ほ
か
、商
工
会
に「
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」の
設
置
を
推
進
し
た
。

商
工
会
の
合
併
進
む

　
平
成
15
年
か
ら
17
年
に
か
け
て
、平
成
の
大

合
併
と
い
わ
れ
る
市
町
村
の
合
併
が
全
国
で

推
進
さ
れ
、こ
れ
に
併
せ
て
商
工
会
の
合
併
も

進
み
、16
年
4
月
1
日
に「
か
ほ
く
市
商
工
会
」

が
誕
生
し
た
。

　
更
に
合
併
が
進
み
、35
の
商
工
会
が
21
年
4

月
1
日
に
、現
在
の
20
商
工
会
と
な
っ
た
。

商
工
会
改
革 

〜
人
事
の
一
元
化
と
人
事
異
動
〜

　
従
来
、県
連
や
商
工
会
の
職
員
は
、各
商
工

会
に
属
し
て
お
り
、人
事
交
流
は
あ
っ
て
も
人

事
異
動
が
な
く
、指
導
相
談
の
面
で
商
工
会
間

で
人
数
や
人
材
に
差
が
生
じ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
職
員
の
身
分
を
県
連
に
一
元
化

し
、商
工
会
間
の
人
事
異
動
を
行
え
る
よ
う
に

し
た
。

能
登
半
島
地
震
と
商
工
会

　
平
成
19
年
3
月
25
日
午
前
9
時
42
分
頃
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
二
チ
ュ
ー
ド
6.
9
の
地
震
が

発
生
し
た
。

　
能
登
地
方
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
た
た
め
、知
事
に
被
災
中
小
企
業
の
支
援
を
緊
急
要
望
し
た
。

　小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
事
業
が

ス
タ
ー
ト

　
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
販
路
開
拓
を
支
援

す
る
、小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
画
期
的
な

補
助
金
事
業
が
、平
成
26
年
2
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、延
べ
1
3
0
7
社
が
利
用
し
て
い
る（
令

和
元
年
度
末
現
在
）

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
が
実
現

　
平
成
27
年
3
月
14
日
、北
陸
新
幹
線
長
野
駅
か
ら
金
沢

駅
間
が
開
業
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、東
京
金
沢
間
が
2
時

間
半
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、国
内
外
か
ら
の
観
光
誘

客
が
大
き
く
促
進
さ
れ
た
。

「
巡
回
指
導・訪
問
強
調
月
間
」を
設
定

　
商
工
会
の
組
織
強
化
を
図
る
た
め
、10
月
を「
巡
回
指

導・訪
問
強
調
月
間
」に
設
定
、県
内一斉
に
、非
会
員
や
会

員
で
あ
り
な
が
ら
商
工
会
を
利
用
し
て
い
な
い
小
規
模

事
業
者
を
対
象
に
、巡
回
指
導・訪
問
を
徹
底
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止「
緊
急
事
態
宣
言
」発
出

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、国
、県
、市
町
は
、新
た
な
給

付
金
、助
成
金
、補
助
金
、融
資
制
度
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
支
援
施
策
を
繰
り
出
し
、商
工
会
は
そ
の
周
知
、

活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、嘉
悦
大
学
の
高
橋
洋一教
授
の
講
演
、商
工
会
60
年
の
歩

み
報
告
、60
年
周
年
記
念
特
別
表
彰
式
を
行
っ
た
。

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
制
定
、

小
規
模
事
業
者
支
援
法
が
改
正
さ
れ
る

　
小
規
模
企
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」が
平
成
26
年
6
月
27

日
、公
布
施
行
さ
れ
た
。

　
併
せ
て
、改
正
さ
れ
た「
小
規
模
事
業
者
支

援
法
」に
基
づ
き
事
業
の
持
続
的
発
展（
売
上
、

利
益
確
保
）を
伴
走
型
で
支
援
す
る「
経
営
発

達
支
援
事
業
」の
実
施
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

H10年

2/16
県
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
始

H11年

5/26
第
７
代
県
連
会
長
に
谷
本
大
氏（
鶴
来
）選
任

能登空港ターミナルビル（株）提供 平成15年1月6日付北國新聞夕刊から

MARKET

年
代

年
代

商
工
会
の
動
き

社
会
の
動
き

平成27年3月15日付北國新聞朝刊から

－ 4 －－ 5 －
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H19年

4/1
商
工
会
職
員
の
人
事
異
動
開
始

H19年

3/25
能
登
半
島
地
震

H25年 H20年

9/15
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

経
営
破
綻（
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
）

7/21
第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
選
挙

(

全
国
比
例)

で
宮
本
周
司
氏
初
当
選

H27年

3/14
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

R1年

10/1
消
費
税
率
引
上
げ

（
８
％
↓
10
％
）

R2年

4/7
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を

図
る
た
め
国
は
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

H26年

6/20
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」制
定

「
小
規
模
事
業
者
支
援
法
」改
正

H26年

4/1
消
費
税
率
引
上
げ

(

５
％
↓
８
％)

6/1
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー「
能
登
支
所
」開
設

H23年

5/30
第
10
代
県
連
会
長
に
田
上
好
道
氏（
能
美
市
）を
選
任

H23年

3/11
東
日
本
大
震
災
発
生

H27年

12/25
国
が「
津
幡
町
商
工
会
経
営
発
達
支
援
計
画
」を

認
定（
県
内
商
工
会
第
1
号
）

H28年

10月
県
下
統一「
巡
回
指
導・訪
問
強
調
月
間
」を
設
定・推
進

R2年

10/23
県
連
合
会
等
主
催
の

「
商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
」開
催

3/30
県
が「
能
美
市
商
工
会
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」を
認
定

（
県
内
商
工
会
第
1
号
）

10/7～８
石
川
県
で
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
開
催

（
産
業
展
示
館
）

H17年

4/1
人
事
の
一
元
化

5/30
第
９
代
県
連
会
長
に
荒
木
龍
平
氏（
羽
咋
市
）選
任

H16年

4/1
か
ほ
く
市
商
工
会

（
平
成
の
商
工
会
合
併
県
内
第
１
号
）
認
可

H15年

1/6
新
県
庁
舎
業
務
開
始

7/7
能
登
空
港
開
港

H12年

4/1
商
工
会
婦
人
部
を
女
性
部
に
名
称
変
更

12
年
度
中
に
、商
工
会
に「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」を
設
置

5/29
第
８
代
県
連
会
長
に
下
出
重
与
茂
氏（
中
島
町
）選
任

H14年

11/14～15
石
川
県
で
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
開
催

（
観
光
会
館
）

H12年

6/1
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
施
行

大
型
店
立
地
が
原
則
自
由
に

　
平
成
12
年
6
月
、従
前
の
大
店
法
が
廃
止
さ

れ
、大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
が
施
行
さ
れ

た
。こ
れ
に
よ
り
大
型
店
の
出
店
は
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、生
活

環
境
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
れ
ば
原
則
立
地
が
自

由
と
な
っ
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、立
地
法
と
中
心
市
街
地

活
性
化
法
、改
正
都
市
計
画
法（
あ
わ
せ
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」と
い
う
。）に
対
応
す
る

た
め「
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
研
修
会
」を

開
催
し
た
ほ
か
、商
工
会
に「
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」の
設
置
を
推
進
し
た
。

商
工
会
の
合
併
進
む

　
平
成
15
年
か
ら
17
年
に
か
け
て
、平
成
の
大

合
併
と
い
わ
れ
る
市
町
村
の
合
併
が
全
国
で

推
進
さ
れ
、こ
れ
に
併
せ
て
商
工
会
の
合
併
も

進
み
、16
年
4
月
1
日
に「
か
ほ
く
市
商
工
会
」

が
誕
生
し
た
。

　
更
に
合
併
が
進
み
、35
の
商
工
会
が
21
年
4

月
1
日
に
、現
在
の
20
商
工
会
と
な
っ
た
。

商
工
会
改
革 

〜
人
事
の
一
元
化
と
人
事
異
動
〜

　
従
来
、県
連
や
商
工
会
の
職
員
は
、各
商
工

会
に
属
し
て
お
り
、人
事
交
流
は
あ
っ
て
も
人

事
異
動
が
な
く
、指
導
相
談
の
面
で
商
工
会
間

で
人
数
や
人
材
に
差
が
生
じ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
職
員
の
身
分
を
県
連
に
一
元
化

し
、商
工
会
間
の
人
事
異
動
を
行
え
る
よ
う
に

し
た
。

能
登
半
島
地
震
と
商
工
会

　
平
成
19
年
3
月
25
日
午
前
9
時
42
分
頃
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
二
チ
ュ
ー
ド
6.
9
の
地
震
が

発
生
し
た
。

　
能
登
地
方
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
た
た
め
、知
事
に
被
災
中
小
企
業
の
支
援
を
緊
急
要
望
し
た
。

　小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
事
業
が

ス
タ
ー
ト

　
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
販
路
開
拓
を
支
援

す
る
、小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
画
期
的
な

補
助
金
事
業
が
、平
成
26
年
2
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、延
べ
1
3
0
7
社
が
利
用
し
て
い
る（
令

和
元
年
度
末
現
在
）

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
が
実
現

　
平
成
27
年
3
月
14
日
、北
陸
新
幹
線
長
野
駅
か
ら
金
沢

駅
間
が
開
業
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、東
京
金
沢
間
が
2
時

間
半
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、国
内
外
か
ら
の
観
光
誘

客
が
大
き
く
促
進
さ
れ
た
。

「
巡
回
指
導・訪
問
強
調
月
間
」を
設
定

　
商
工
会
の
組
織
強
化
を
図
る
た
め
、10
月
を「
巡
回
指

導・訪
問
強
調
月
間
」に
設
定
、県
内一斉
に
、非
会
員
や
会

員
で
あ
り
な
が
ら
商
工
会
を
利
用
し
て
い
な
い
小
規
模

事
業
者
を
対
象
に
、巡
回
指
導・訪
問
を
徹
底
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止「
緊
急
事
態
宣
言
」発
出

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、国
、県
、市
町
は
、新
た
な
給

付
金
、助
成
金
、補
助
金
、融
資
制
度
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
支
援
施
策
を
繰
り
出
し
、商
工
会
は
そ
の
周
知
、

活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、嘉
悦
大
学
の
高
橋
洋一教
授
の
講
演
、商
工
会
60
年
の
歩

み
報
告
、60
年
周
年
記
念
特
別
表
彰
式
を
行
っ
た
。

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
制
定
、

小
規
模
事
業
者
支
援
法
が
改
正
さ
れ
る

　
小
規
模
企
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」が
平
成
26
年
6
月
27

日
、公
布
施
行
さ
れ
た
。

　
併
せ
て
、改
正
さ
れ
た「
小
規
模
事
業
者
支

援
法
」に
基
づ
き
事
業
の
持
続
的
発
展（
売
上
、

利
益
確
保
）を
伴
走
型
で
支
援
す
る「
経
営
発

達
支
援
事
業
」の
実
施
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

H10年

2/16
県
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
始

H11年

5/26
第
７
代
県
連
会
長
に
谷
本
大
氏（
鶴
来
）選
任

能登空港ターミナルビル（株）提供 平成15年1月6日付北國新聞夕刊から

MARKET

年
代

年
代

商
工
会
の
動
き

社
会
の
動
き

平成27年3月15日付北國新聞朝刊から

－ 4 －－ 5 －



五
十
万
円
、補
助
率
：
二
分
の一、

低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
三

分
の
二（
調
整
中
））。

◆
事
業
承
継・引
継
ぎ
推
進
事
業

　（
事
業
承
継・引
継
ぎ
補
助
金
）

　【
補
正
】

　
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
を
契
機

と
す
る
新
た
な
取
組（
設
備
投

資
・
販
路
開
拓
等
）や
廃
業
に
係

る
費
用
、事
業
引
継
ぎ
時
の
士

業
専
門
家
活
用
費
用（
仲
介
手

数
料
、資
産
評
価
費
用
、企
業
概

要
書
作
成
費
用
等
）を
支
援
す

る
補
助
金（
補
助
上
限
額
、補
助

率
は
下
表
参
照
）。

◆
中
小
法
人
の
法
人
税
軽
減
税
率
の

　
特
例
措
置
の
延
長

　
所
得
八
百
万
円
ま
で
を
十
五
％

に
軽
減
す
る
法
人
税
の
軽
減
税

率
に
つ
い
て
、適
用
期
限
を
二
年

間
延
長
す
る
も
の
。

◆
設
備
投
資
税
制
の
延
長

　
中
小・小
規
模
事
業
者
の
設
備

投
資
を
後
押
し
す
る
た
め
、即
時

償
却
又
は
税
額
控
除
の
特
例
を

内
容
と
す
る「
中
小
企
業
経
営
強

化
税
制
」及
び
、特
別
償
却
又
は

税
額
控
除
の
特
例
を
内
容
と
す
る

「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
、適
用
期
限
を

二
年
間
延
長
す
る
も
の
。

◆
中
小
企
業
等
事
業
再
構
築
促
進

　
事
業（
事
業
再
構
築
補
助
金
）【
補
正
】

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
社
会
経

済
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、新

分
野
展
開
、業
態
転
換
、事
業・業

種
転
換
な
ど
の
事
業
再
構
築
に
挑

戦
す
る
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る

補
助
金（
通
常
枠
の
補
助
金
額
：

百
万
円
以
上
六
千
万
円
以
下
、補

助
率
：
三
分
の
二
）。

◆
も
の
づ
く
り・商
業・サ
ー
ビ
ス

　
生
産
性
向
上
促
進
事
業（
も
の
づ
く
り
補
助
金
）

　
中
小・小
規
模
事
業
者
が
行
う

革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発・試
作

品
開
発・生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に

対
す
る
設
備
導
入
を
支
援
す
る
補

助
金（
補
助
上
限
額
：
一千
万
円
、

補
助
率
：
中
小
枠
二
分
の一、小
規

模
枠
三
分
の
二
、低
感
染
リ
ス
ク

型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
三
分
の
二
）。

◆
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上

　
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業（
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
）

　
中
小・小
規
模
事
業
者
等
が
行

う
事
務・管
理
業
務
の
効
率
化
や

新
た
な
顧
客
獲
得
等
の
売
上
向
上

に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
の
導
入
を
支
援
す

る
補
助
金（
補
助
上
限
額
：
四
百

模
事
業
者
の
事
業
計
画
の
策

定
や
実
行
を
伴
走
型
で
支
援

す
る
事
業
。

◆
専
門
家
派
遣
等
事
業（
窓
口
相
談
事
業
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
や
働
き
方
改
革
、税
制

度
改
正
な
ど
に
よ
る
諸
課
題
に

対
し
て
、小
規
模
事
業
者
が
円

滑
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、商
工
会
等
が
窓
口
相
談

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、専
門
家

の
派
遣
な
ど
を
行
う
事
業
。

◆
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資（
マ
ル
経
融
資
）

　
商
工
会
等
の
経
営
指
導
員
の

経
営
指
導
を
受
け
て
い
る
小
規

模
事
業
者
に
対
し
、日
本
政
策

金
融
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）

が
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
利
で

融
資
を
行
う
も
の（
貸
付
上
限

額
：
二
千
万
円
）。

【
参
考
：
本
紙
折
込
み
チ
ラ
シ
】

◆
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　【
補
正
】

　
令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
向

こ
う
三
年
間
予
算
措
置
さ
れ
た

一
般
枠
に
加
え
、低
感
染
リ
ス
ク

型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
と
し
て
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
、生
産
プ
ロ

セ
ス
の
導
入
等
の
取
組
を
支
援

す
る
補
助
金（
一
般
枠
の
補
助
上

限
額
：
五
十
万
円
、補
助
率
：
三

分
の
二
、低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ

ネ
ス
枠
の
補
助
上
限
額
：
百
万

円
、補
助
率：
四
分
の
三
、感
染

防
止
対
策
費
も一部
支
援
）。

◆
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

　
商
工
会
等
が
国
の
認
定
を

受
け
た
「
経
営
発
達
支
援
計

画
」に
基
づ
き
実
施
す
る
小
規

583３. 3 . 1  583３. 3 . 1  

（
発
言
者
：
道
口
政
昭
森
本
商

工
会
長
代
行
）

・「
い
し
か
わ
農
業
公
園（
仮
称
）」

用
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

▼
羽
咋
郡
市
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
南
哲
郎
志
賀
町
商

工
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
中
小
・

小
規
模
事
業
者
支
援
の
継
続
・

拡
充
に
つ
い
て

▼
七
尾
・
鹿
島
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
村
田
正
志
能
登
鹿

北
商
工
会
長
）

・
低
価
格
宿
泊
施
設
へ
の
追
加
支
援

策
と
事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）策

定
へ
の
支
援
に
つ
い
て

▼
奥
能
登
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
沢
田
隆
門
前
町
商

工
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
産
業
の
推

進
に
つ
い
て

▼
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

（
発
言
者
：
木
野
昇
会
長
）

・
青
年
部
連
合
会
及
び
商
工
会
青

年
部
活
動
に
対
す
る
継
続
支
援

に
つ
い
て

▼
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
発
言
者
：
北
野
ゆ
か
り
会
長
）

・
女
性
部
連
合
会
及
び
商
工
会
女

性
部
活
動
に
対
す
る
継
続
支
援
に

つ
い
て

　　
今
回
の
懇
談
会
を
通
じ
、
県
に

お
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
対
策
等
の
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

実
施
や
、
発
言
者
の
前
へ
の
ア
ク

リ
ル
板
の
設
置
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
万

全
を
期
し
た
。
県
連
合
会
、
各
広

域
商
工
会
協
議
会
代
表
者
等
の
要

望
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
発
言
順
に
掲
載
）

▼
石
川
県
商
工
会
連
合
会
　
　

（
発
言
者
：
長
基
健
司
副
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
事
業

継
続
を
可
能
に
す
る
各
種
支
援

施
策
の
実
施
に
つ
い
て

・
中
小
・
小
規
模
企
業
支
援
施
策

の
維
持
強
化
に
つ
い
て

・
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援

す
る
商
工
会
の
令
和
三
年
度
予

算
の
確
保
に
つ
い
て

▼
能
美
・
山
中
・
川
北
広
域
商
工

会
協
議
会

（
発
言
者
：
小
野
島
政
孝
川
北

町
商
工
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
地
域
経
済
の

回
復
と
、
新
設
道
路
開
通
に
伴

う
企
業
誘
致
に
つ
い
て

▼
白
山
・
野
々
市
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
山
本
外
勝
白
山
商

工
会
長
）

・
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
の

復
旧
及
び
森
林
整
備
に
つ
い
て

▼
河
北
・
森
本
広
域
商
工
会
協
議
会

　
県
連
合
会
と
広
域
商
工
会
協
議

会
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
四

日
、
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

新
館
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
中
小
企
業
振
興
懇
談

会
」
を
開
催
し
た
。

　
県
か
ら
谷
本
正
憲
知
事
を
は
じ

め
、
南
井
浩
昌
商
工
労
働
部
長
、

関
係
課
長
等
を
迎
え
、
商
工
会
長

及
び
事
務
局
長
等
、
全
六
十
五
名

が
参
加
し
た
。

　
商
工
会
側
か
ら
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
対
策
や
地
域
振
興
等
の
提

言
・
要
望
を
行
い
、
県
知
事
が
見

解
を
示
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
検
温
の

谷
本
知
事
を
迎
え

「
中
小
企
業
振
興
懇
談
会
」を
開
催

〜
県
知
事
と
商
工
会
長
が
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
〜

傷　害　共　済
仕事中・日常生活
の24時間を保障 石川県で約4,700名の方が加入しています！
特長 入院・通院を重視 生命保障を重視 同居家族全員を保障

型ーリミァフ型Ⅳ型Ⅲ型Ⅱ型Ⅰ類種済共
掛金（月額）※被共済者１名当り 2,000円 1,000円 2,000円 1,000円 3,000円

容
内
障
保

入院(１日につき) 10,000円 5,000円 4,000円 2,000円 5,000円
通院(１日につき) 4,000円 2,500円 1,500円 1,000円 3,500円
往診(１回につき) 8,000円 4,000円 4,000円 2,000円 4,200円
手術 20万円～５万円 10万円～2.5万円 20万円～５万円 10万円 ―円万5.2～
後遺障害 300万円～12万円 60万円～2.4万円 1,000万円～40万円 300万円～12万円 500万円～20万円
死亡共済金(交通事故) 500万円 100万円 1,500万円 600万円 500万円
死亡共済金(不慮の事故) 300万円 60万円 1,000万円 300万円 500万円
死亡弔慰金(病気死亡) 30万円 15万円 100万円 50万円 25万円

※Ⅰ型からⅣ型で、被共済者の年齢が共済期間開始時に70歳以上の場合、保障内容は半額程度となります。
※ファミリー型の保障内容は､契約者本人､その配偶者､その他の親族によって違います。上表の保障内容は、契約者本人がケガをした時のものです。

石川県中小企業共済協同組合　　　お問合せは最寄りの商工会へ

「小さな掛金で
大きな備え」

令
和
二
年
度
第
三
次
補
正・令
和
三
年
度
当
初

　中
小・小
規
模
事
業
者
対
策
予
算
及
び
税
制
改
正

小
規
模
事
業
者
支
援
関
連

令
和
三
年
度
税
制
改
正

そ
の
他

　
国
の
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
及
び
令
和
三
年
度
当
初
予

算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た（
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
は

一月
二
十
八
日
成
立
）。

　
補
正
予
算
で
は
、小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
つ
い

て
、一般
枠
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し

て
い
る
現
状
及
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
、低
感
染
リ

ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

事業承継・引継ぎ補助金の補助上限額、補助率

①事業承継・引継ぎを契機とする新たな取組や廃業に係る費用の補助

②事業引継ぎ時の士業専門家の活用費用の補助

支援類型

創業支援型
経営者交代型
Ｍ＆Ａ型

専門家活用型

補助率

2/3
2/3
2/3

2/3

補助上限額

400万円
400万円
800万円

400万円

上乗せ額
※廃業を伴う場合

200万円
200万円
200万円

200万円
（売り手のみ）

県
連
常
設
委
員
会

【
組
織
運
営
委
員
会

委
員
長 

魚
住
正
栄
】

　「
令
和
三
年
度
事
業
計

画
の
骨
子
」「『
い
し
か
わ

商
工
会
プ
ラ
ン
２
０
２
1
』

の
概
要
」に
つ
い
て
審
議
、

「
県
下
統
一『
巡
回
指
導
・
訪

問
強
調
月
間
』の
結
果
」に

つ
い
て
報
告
し
た
。
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五
十
万
円
、補
助
率
：
二
分
の一、

低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
三

分
の
二（
調
整
中
））。

◆
事
業
承
継・引
継
ぎ
推
進
事
業

　（
事
業
承
継・引
継
ぎ
補
助
金
）

　【
補
正
】

　
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
を
契
機

と
す
る
新
た
な
取
組（
設
備
投

資
・
販
路
開
拓
等
）や
廃
業
に
係

る
費
用
、事
業
引
継
ぎ
時
の
士

業
専
門
家
活
用
費
用（
仲
介
手

数
料
、資
産
評
価
費
用
、企
業
概

要
書
作
成
費
用
等
）を
支
援
す

る
補
助
金（
補
助
上
限
額
、補
助

率
は
下
表
参
照
）。

◆
中
小
法
人
の
法
人
税
軽
減
税
率
の

　
特
例
措
置
の
延
長

　
所
得
八
百
万
円
ま
で
を
十
五
％

に
軽
減
す
る
法
人
税
の
軽
減
税

率
に
つ
い
て
、適
用
期
限
を
二
年

間
延
長
す
る
も
の
。

◆
設
備
投
資
税
制
の
延
長

　
中
小・小
規
模
事
業
者
の
設
備

投
資
を
後
押
し
す
る
た
め
、即
時

償
却
又
は
税
額
控
除
の
特
例
を

内
容
と
す
る「
中
小
企
業
経
営
強

化
税
制
」及
び
、特
別
償
却
又
は

税
額
控
除
の
特
例
を
内
容
と
す
る

「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
、適
用
期
限
を

二
年
間
延
長
す
る
も
の
。

◆
中
小
企
業
等
事
業
再
構
築
促
進

　
事
業（
事
業
再
構
築
補
助
金
）【
補
正
】

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
社
会
経

済
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、新

分
野
展
開
、業
態
転
換
、事
業・業

種
転
換
な
ど
の
事
業
再
構
築
に
挑

戦
す
る
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る

補
助
金（
通
常
枠
の
補
助
金
額
：

百
万
円
以
上
六
千
万
円
以
下
、補

助
率
：
三
分
の
二
）。

◆
も
の
づ
く
り・商
業・サ
ー
ビ
ス

　
生
産
性
向
上
促
進
事
業（
も
の
づ
く
り
補
助
金
）

　
中
小・小
規
模
事
業
者
が
行
う

革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発・試
作

品
開
発・生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に

対
す
る
設
備
導
入
を
支
援
す
る
補

助
金（
補
助
上
限
額
：
一千
万
円
、

補
助
率
：
中
小
枠
二
分
の一、小
規

模
枠
三
分
の
二
、低
感
染
リ
ス
ク

型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
三
分
の
二
）。

◆
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上

　
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業（
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
）

　
中
小・小
規
模
事
業
者
等
が
行

う
事
務・管
理
業
務
の
効
率
化
や

新
た
な
顧
客
獲
得
等
の
売
上
向
上

に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
の
導
入
を
支
援
す

る
補
助
金（
補
助
上
限
額
：
四
百

模
事
業
者
の
事
業
計
画
の
策

定
や
実
行
を
伴
走
型
で
支
援

す
る
事
業
。

◆
専
門
家
派
遣
等
事
業（
窓
口
相
談
事
業
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
や
働
き
方
改
革
、税
制

度
改
正
な
ど
に
よ
る
諸
課
題
に

対
し
て
、小
規
模
事
業
者
が
円

滑
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、商
工
会
等
が
窓
口
相
談

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、専
門
家

の
派
遣
な
ど
を
行
う
事
業
。

◆
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資（
マ
ル
経
融
資
）

　
商
工
会
等
の
経
営
指
導
員
の

経
営
指
導
を
受
け
て
い
る
小
規

模
事
業
者
に
対
し
、日
本
政
策

金
融
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）

が
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
利
で

融
資
を
行
う
も
の（
貸
付
上
限

額
：
二
千
万
円
）。

【
参
考
：
本
紙
折
込
み
チ
ラ
シ
】

◆
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　【
補
正
】

　
令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
向

こ
う
三
年
間
予
算
措
置
さ
れ
た

一
般
枠
に
加
え
、低
感
染
リ
ス
ク

型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
と
し
て
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
、生
産
プ
ロ

セ
ス
の
導
入
等
の
取
組
を
支
援

す
る
補
助
金（
一
般
枠
の
補
助
上

限
額
：
五
十
万
円
、補
助
率
：
三

分
の
二
、低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ

ネ
ス
枠
の
補
助
上
限
額
：
百
万

円
、補
助
率：
四
分
の
三
、感
染

防
止
対
策
費
も一部
支
援
）。

◆
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

　
商
工
会
等
が
国
の
認
定
を

受
け
た
「
経
営
発
達
支
援
計

画
」に
基
づ
き
実
施
す
る
小
規
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（
発
言
者
：
道
口
政
昭
森
本
商

工
会
長
代
行
）

・「
い
し
か
わ
農
業
公
園（
仮
称
）」

用
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

▼
羽
咋
郡
市
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
南
哲
郎
志
賀
町
商

工
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
中
小
・

小
規
模
事
業
者
支
援
の
継
続
・

拡
充
に
つ
い
て

▼
七
尾
・
鹿
島
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
村
田
正
志
能
登
鹿

北
商
工
会
長
）

・
低
価
格
宿
泊
施
設
へ
の
追
加
支
援

策
と
事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）策

定
へ
の
支
援
に
つ
い
て

▼
奥
能
登
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
沢
田
隆
門
前
町
商

工
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
産
業
の
推

進
に
つ
い
て

▼
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

（
発
言
者
：
木
野
昇
会
長
）

・
青
年
部
連
合
会
及
び
商
工
会
青

年
部
活
動
に
対
す
る
継
続
支
援

に
つ
い
て

▼
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
発
言
者
：
北
野
ゆ
か
り
会
長
）

・
女
性
部
連
合
会
及
び
商
工
会
女

性
部
活
動
に
対
す
る
継
続
支
援
に

つ
い
て

　　
今
回
の
懇
談
会
を
通
じ
、
県
に

お
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
対
策
等
の
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

実
施
や
、
発
言
者
の
前
へ
の
ア
ク

リ
ル
板
の
設
置
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
万

全
を
期
し
た
。
県
連
合
会
、
各
広

域
商
工
会
協
議
会
代
表
者
等
の
要

望
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
発
言
順
に
掲
載
）

▼
石
川
県
商
工
会
連
合
会
　
　

（
発
言
者
：
長
基
健
司
副
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
事
業

継
続
を
可
能
に
す
る
各
種
支
援

施
策
の
実
施
に
つ
い
て

・
中
小
・
小
規
模
企
業
支
援
施
策

の
維
持
強
化
に
つ
い
て

・
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援

す
る
商
工
会
の
令
和
三
年
度
予

算
の
確
保
に
つ
い
て

▼
能
美
・
山
中
・
川
北
広
域
商
工

会
協
議
会

（
発
言
者
：
小
野
島
政
孝
川
北

町
商
工
会
長
）

・
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
地
域
経
済
の

回
復
と
、
新
設
道
路
開
通
に
伴

う
企
業
誘
致
に
つ
い
て

▼
白
山
・
野
々
市
広
域
商
工
会
協
議
会

（
発
言
者
：
山
本
外
勝
白
山
商

工
会
長
）

・
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
の

復
旧
及
び
森
林
整
備
に
つ
い
て

▼
河
北
・
森
本
広
域
商
工
会
協
議
会

　
県
連
合
会
と
広
域
商
工
会
協
議

会
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
四

日
、
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

新
館
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
中
小
企
業
振
興
懇
談

会
」
を
開
催
し
た
。

　
県
か
ら
谷
本
正
憲
知
事
を
は
じ

め
、
南
井
浩
昌
商
工
労
働
部
長
、

関
係
課
長
等
を
迎
え
、
商
工
会
長

及
び
事
務
局
長
等
、
全
六
十
五
名

が
参
加
し
た
。

　
商
工
会
側
か
ら
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
対
策
や
地
域
振
興
等
の
提

言
・
要
望
を
行
い
、
県
知
事
が
見

解
を
示
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
検
温
の

谷
本
知
事
を
迎
え

「
中
小
企
業
振
興
懇
談
会
」を
開
催

〜
県
知
事
と
商
工
会
長
が
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
〜

傷　害　共　済
仕事中・日常生活
の24時間を保障 石川県で約4,700名の方が加入しています！
特長 入院・通院を重視 生命保障を重視 同居家族全員を保障

型ーリミァフ型Ⅳ型Ⅲ型Ⅱ型Ⅰ類種済共
掛金（月額）※被共済者１名当り 2,000円 1,000円 2,000円 1,000円 3,000円

容
内
障
保

入院(１日につき) 10,000円 5,000円 4,000円 2,000円 5,000円
通院(１日につき) 4,000円 2,500円 1,500円 1,000円 3,500円
往診(１回につき) 8,000円 4,000円 4,000円 2,000円 4,200円
手術 20万円～５万円 10万円～2.5万円 20万円～５万円 10万円 ―円万5.2～
後遺障害 300万円～12万円 60万円～2.4万円 1,000万円～40万円 300万円～12万円 500万円～20万円
死亡共済金(交通事故) 500万円 100万円 1,500万円 600万円 500万円
死亡共済金(不慮の事故) 300万円 60万円 1,000万円 300万円 500万円
死亡弔慰金(病気死亡) 30万円 15万円 100万円 50万円 25万円

※Ⅰ型からⅣ型で、被共済者の年齢が共済期間開始時に70歳以上の場合、保障内容は半額程度となります。
※ファミリー型の保障内容は､契約者本人､その配偶者､その他の親族によって違います。上表の保障内容は、契約者本人がケガをした時のものです。

石川県中小企業共済協同組合　　　お問合せは最寄りの商工会へ

「小さな掛金で
大きな備え」

令
和
二
年
度
第
三
次
補
正・令
和
三
年
度
当
初

　中
小・小
規
模
事
業
者
対
策
予
算
及
び
税
制
改
正

小
規
模
事
業
者
支
援
関
連

令
和
三
年
度
税
制
改
正

そ
の
他

　
国
の
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
及
び
令
和
三
年
度
当
初
予

算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た（
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
は

一月
二
十
八
日
成
立
）。

　
補
正
予
算
で
は
、小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
つ
い

て
、一般
枠
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し

て
い
る
現
状
及
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
、低
感
染
リ

ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

事業承継・引継ぎ補助金の補助上限額、補助率

①事業承継・引継ぎを契機とする新たな取組や廃業に係る費用の補助

②事業引継ぎ時の士業専門家の活用費用の補助

支援類型

創業支援型
経営者交代型
Ｍ＆Ａ型

専門家活用型

補助率

2/3
2/3
2/3

2/3

補助上限額

400万円
400万円
800万円

400万円

上乗せ額
※廃業を伴う場合

200万円
200万円
200万円

200万円
（売り手のみ）

県
連
常
設
委
員
会

【
組
織
運
営
委
員
会

委
員
長 

魚
住
正
栄
】

　「
令
和
三
年
度
事
業
計

画
の
骨
子
」「『
い
し
か
わ

商
工
会
プ
ラ
ン
２
０
２
1
』

の
概
要
」に
つ
い
て
審
議
、

「
県
下
統
一『
巡
回
指
導
・
訪

問
強
調
月
間
』の
結
果
」に

つ
い
て
報
告
し
た
。
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国
の
制
度
だ
か
ら

安
心・確
実
！

●
新
規
加
入
や
掛
金
月
額

を
増
額
す
る
場
合
、
掛

金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

●
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら

管
理
が
簡
単
！

●
従
業
員
ご
と
の
納
付
状

況
や
退
職
金
試
算
額
を

事
業
主
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
退
職
金
は
、
中
退
共
か

ら
直
接
従
業
員
へ
支
払

わ
れ
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
中
退
共
」の

退
職
金
制
度

な
ら
、掛
金
に

国
の
助
成
が
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売上額、採算、資金繰りはすべて改善
来期は、売上額、採算は改善、資金繰りは悪化を予想
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売上額DI
採算 DI
資金繰りDI

売上額 DI 採算 DI 資金繰りDI

産業全体の売上額、採算、資金繰りDI

採算（経常利益）DI（好転－悪化）

売上額（完成工事額）DI（増加－減少）

資金繰りDI（好転－悪化）

中小企業景況調査（令和２年10～12月期）

ＤＩ=企業経営者の景気の見通しを表す指標として利用される。算出方法は、売上額（採算・資金繰り）が好転すると回答した企業の割合から、
悪化すると回答した企業の割合を差引いたものであり、ＤＩがプラスなら強気（楽観）、マイナスなら弱気（悲観）、プラス・マイナス同数の場合は、
ＤＩは0となる。ここでの割合は、回答企業に対する割合

経営上の問題点の業種別１位は、製造業、小売業、サービス業では「需要の停滞」、建設業では「従業員の
確保難」となっている。

今期の借入難度ＤＩは、長期、短期いずれも改善、借入金利ＤＩは悪化となった。来期の借入難度ＤＩは長期、短期
及び借入金利ＤＩいずれも悪化を見通している。

来期（令和３年１月～３月期）の見通しについて、産業全体の売上額ＤＩは△４０．２で今期比４．５ポイントの改善、採算ＤＩ
は△３６．６で今期比６．８ポイントの改善、資金繰りＤＩは△２６．４で今期比５．１ポイントの悪化を予想している。
　業種別で見ると、売上額ＤＩでは、小売業及びサービス業は改善、製造業は横ばい、建設業は悪化を見通している。採算DＩでは、
製造業、建設業、小売業及びサービス業はいずれも改善を見通している。また、資金繰りＤＩでは、製造業、建設業、小売業及びサー
ビス業はいずれも悪化を見通している。

令和２年度第3・四半期（令和２年10月～12月期）の産業全体の動向では、前年同期比（以下、各指標とも同じ）の売上
額ＤＩは△４４．７で前期比２９．０ポイントの改善、採算ＤＩは△４３．４で前期比１４．２ポイントの改善、資金繰りＤＩは△２１．３
で前期比１３．０ポイントの改善となった。
　業種別で見ると、売上額ＤＩ及び採算ＤＩは、製造業、建設業、小売業及びサービス業いずれも改善となった。資金繰りＤＩは、建
設業、小売業、サービス業は改善、製造業は悪化となった。
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や
妥
協
に
よ
ら
ず
、全
員
が
納
得

で
き
る
解
答
を
導
き
だ
し
た
。

　続
い
て
、個
人
と
グ
ル
ー
プ
の

解
答
を
、模
範
解
答
と
比
較
し

て
、グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
意
形
成

の
効
果
を
確
認
し
た
。

　そ
の
後
、個
人
、グ
ル
ー
プ
で

の
振
り
返
り
を
行
い
、合
意
形
成

の
ポ
イ
ン
ト
や
、自
分
の
意
思
決

定
の
ク
セ
を
把
握
し
た
。

　  

合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
　

　講
師
は
、グ
ル
ー
プ
で
考
え
た

場
合
、多
角
的
な
視
点
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
、一人
で
は
思
い
つ
か
な
い

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、グ
ル
ー
プ
に

よ
る
合
意
形
成
の
有
効
性
等
を

強
調
し
た
。

　県
青
年
部
連
合
会
は
、二
月

三
日
、県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
新
館
に
お
い
て
同
会
政
策

委
員
会
企
画
の
研
修
事
業「
新

た
な一歩
を
踏
み
出
す
た
め
に 

〜

合
意
形
成
で
組
織
力
を
上
げ

る
！
〜
」を
開
催
し
、青
年
部
員

約
八
十
名
が
参
加
し
た
。

　講
師
の
㈱
ハ
ー
ト
ク
エ
イ
ク
取

締
役 

室
屋
次
郎
氏
か
ら
、合
意

形
成
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
協
調
的
な
問
題

解
決
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　    

グ
ル
ー
プ
で
実
践

　参
加
者
は
、課
題
に
対
し
、ま

ず
個
々
の
考
え
を
ま
と
め
た
後
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、多
数
決

　今
回
の
研
修
で
は
、検
温
や
マ

ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着

用
、手
指
の
消
毒
等
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
。

「
合
意
形
成
」の
手
法
を
学
ぶ
県
青
年
部
連
合
会

石川県商工会連合会・相談窓口のご案内 無料
事業承継・事業再生等相談窓口

●日　程　3月18日㈭ ●時　間
●相談員　税理士 山根敏秀 氏●場　所　本部「相談室」

労務相談窓口
窓　口 能登支所加賀支所本　　部
相談員 社会保険労務士 小坂信孝 氏 （同左） 社会保険労務士 福井秀和 氏
（時間）

日
程
3
月
  3日㈬､10日㈬､12日㈮､
17日㈬､24日㈬26日㈮

5日㈮､
19日㈮

ＩＴ相談窓口

【相談場所】

「広域指導センター（本部）」
金沢市鞍月２丁目20番地 石川県地場産業振興センター新館３階

「広域指導センター加賀支所」
能美市寺井町ヨ47番地 寺井地区公民館１階

「広域指導センター能登支所」
七尾市中島町中島９部79番地 能登鹿北商工会中島支所１階

  1日㈪､  5日㈮､  9日㈫､
12日㈮､18日㈭､19日㈮､
23日㈫､24日㈬､25日㈭､
29日㈪､31日㈬

窓　口 能登支所加賀支所本　　部
相談員ＩＴコーディネーター 福岡明夫 氏 （同左） （同左）
（時間）
日
程
3
月
  3日㈬､ 5日㈮､ 8日㈪､
12日㈮､15日㈪､31日㈬ 17日㈬ 24日㈬

日程は変更になる場合があります。相談ご希望の方は、最寄りの商工会
又は、石川県商工会連合会の各窓口へ事前にご連絡ください。
なお、各窓口には、上記相談員のほか専門経営指導員が常駐しておりま
すので、経営のことでお困りの方はお気軽にご相談ください。

中小・小規模事業者を含め、事業者・企業を狙ったサイバー攻撃は年々増加しており、対策が急務になっています!!

▶
詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
IPA SECRITY ACTION
制度説明ページ※SECURITY ACTION セキュリティ対策自己宣言には二つ星もあります。

事業者によるSECURITY ACTION自己宣言 を推奨しています。
IPA（独）情報処理推進機構からのお知らせ

1段階目「一つ星」
「情報セキュリティ５か条」に

取り組むことを宣言

1.OSやソフトウェアは常に最新の状態にしよう！
2.ウイルス対策ソフトを導入しよう！
3.パスワードを強化しよう！
4.共有設定を見直そう!
5.脅威や攻撃の手口を知ろう!セキュリティ対策自己宣言

情報セキュリティ対策と言っても、何をやれば良いのか分からない組織では、
下段の5か条を守るところから始めてみましょう。

ご自身が取り組むセキュリティ対策を外部にアピールすることで、顧客からの評価や信頼性の向上に役立ちます。

－ 8 －－ 9 －
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国
の
制
度
だ
か
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安
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！

●
新
規
加
入
や
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る
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。

●
掛
金
は
全
額
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で
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手
数
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も
か
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せ
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外
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立
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せ
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詳しくはホームページをご覧ください。 中退共

売上額、採算、資金繰りはすべて改善
来期は、売上額、採算は改善、資金繰りは悪化を予想
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売上額DI
採算 DI
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売上額 DI 採算 DI 資金繰りDI

産業全体の売上額、採算、資金繰りDI

採算（経常利益）DI（好転－悪化）

売上額（完成工事額）DI（増加－減少）

資金繰りDI（好転－悪化）

中小企業景況調査（令和２年10～12月期）

ＤＩ=企業経営者の景気の見通しを表す指標として利用される。算出方法は、売上額（採算・資金繰り）が好転すると回答した企業の割合から、
悪化すると回答した企業の割合を差引いたものであり、ＤＩがプラスなら強気（楽観）、マイナスなら弱気（悲観）、プラス・マイナス同数の場合は、
ＤＩは0となる。ここでの割合は、回答企業に対する割合

経営上の問題点の業種別１位は、製造業、小売業、サービス業では「需要の停滞」、建設業では「従業員の
確保難」となっている。

今期の借入難度ＤＩは、長期、短期いずれも改善、借入金利ＤＩは悪化となった。来期の借入難度ＤＩは長期、短期
及び借入金利ＤＩいずれも悪化を見通している。

来期（令和３年１月～３月期）の見通しについて、産業全体の売上額ＤＩは△４０．２で今期比４．５ポイントの改善、採算ＤＩ
は△３６．６で今期比６．８ポイントの改善、資金繰りＤＩは△２６．４で今期比５．１ポイントの悪化を予想している。
　業種別で見ると、売上額ＤＩでは、小売業及びサービス業は改善、製造業は横ばい、建設業は悪化を見通している。採算DＩでは、
製造業、建設業、小売業及びサービス業はいずれも改善を見通している。また、資金繰りＤＩでは、製造業、建設業、小売業及びサー
ビス業はいずれも悪化を見通している。

令和２年度第3・四半期（令和２年10月～12月期）の産業全体の動向では、前年同期比（以下、各指標とも同じ）の売上
額ＤＩは△４４．７で前期比２９．０ポイントの改善、採算ＤＩは△４３．４で前期比１４．２ポイントの改善、資金繰りＤＩは△２１．３
で前期比１３．０ポイントの改善となった。
　業種別で見ると、売上額ＤＩ及び採算ＤＩは、製造業、建設業、小売業及びサービス業いずれも改善となった。資金繰りＤＩは、建
設業、小売業、サービス業は改善、製造業は悪化となった。
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て
、グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
意
形
成

の
効
果
を
確
認
し
た
。

　そ
の
後
、個
人
、グ
ル
ー
プ
で

の
振
り
返
り
を
行
い
、合
意
形
成

の
ポ
イ
ン
ト
や
、自
分
の
意
思
決

定
の
ク
セ
を
把
握
し
た
。

　  

合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
　

　講
師
は
、グ
ル
ー
プ
で
考
え
た

場
合
、多
角
的
な
視
点
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
、一人
で
は
思
い
つ
か
な
い

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、グ
ル
ー
プ
に

よ
る
合
意
形
成
の
有
効
性
等
を

強
調
し
た
。

　県
青
年
部
連
合
会
は
、二
月

三
日
、県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
新
館
に
お
い
て
同
会
政
策

委
員
会
企
画
の
研
修
事
業「
新

た
な一歩
を
踏
み
出
す
た
め
に 

〜

合
意
形
成
で
組
織
力
を
上
げ

る
！
〜
」を
開
催
し
、青
年
部
員

約
八
十
名
が
参
加
し
た
。

　講
師
の
㈱
ハ
ー
ト
ク
エ
イ
ク
取

締
役 

室
屋
次
郎
氏
か
ら
、合
意

形
成
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
協
調
的
な
問
題

解
決
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　    

グ
ル
ー
プ
で
実
践

　参
加
者
は
、課
題
に
対
し
、ま

ず
個
々
の
考
え
を
ま
と
め
た
後
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、多
数
決

　今
回
の
研
修
で
は
、検
温
や
マ

ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着

用
、手
指
の
消
毒
等
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
。

「
合
意
形
成
」の
手
法
を
学
ぶ
県
青
年
部
連
合
会

石川県商工会連合会・相談窓口のご案内 無料
事業承継・事業再生等相談窓口

●日　程　3月18日㈭ ●時　間
●相談員　税理士 山根敏秀 氏●場　所　本部「相談室」

労務相談窓口
窓　口 能登支所加賀支所本　　部
相談員 社会保険労務士 小坂信孝 氏 （同左） 社会保険労務士 福井秀和 氏
（時間）

日
程
3
月
  3日㈬､10日㈬､12日㈮､
17日㈬､24日㈬26日㈮

5日㈮､
19日㈮

ＩＴ相談窓口

【相談場所】

「広域指導センター（本部）」
金沢市鞍月２丁目20番地 石川県地場産業振興センター新館３階

「広域指導センター加賀支所」
能美市寺井町ヨ47番地 寺井地区公民館１階

「広域指導センター能登支所」
七尾市中島町中島９部79番地 能登鹿北商工会中島支所１階

  1日㈪､  5日㈮､  9日㈫､
12日㈮､18日㈭､19日㈮､
23日㈫､24日㈬､25日㈭､
29日㈪､31日㈬

窓　口 能登支所加賀支所本　　部
相談員ＩＴコーディネーター 福岡明夫 氏 （同左） （同左）
（時間）
日
程
3
月
  3日㈬､ 5日㈮､ 8日㈪､
12日㈮､15日㈪､31日㈬ 17日㈬ 24日㈬

日程は変更になる場合があります。相談ご希望の方は、最寄りの商工会
又は、石川県商工会連合会の各窓口へ事前にご連絡ください。
なお、各窓口には、上記相談員のほか専門経営指導員が常駐しておりま
すので、経営のことでお困りの方はお気軽にご相談ください。

中小・小規模事業者を含め、事業者・企業を狙ったサイバー攻撃は年々増加しており、対策が急務になっています!!

▶
詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
IPA SECRITY ACTION
制度説明ページ※SECURITY ACTION セキュリティ対策自己宣言には二つ星もあります。

事業者によるSECURITY ACTION自己宣言 を推奨しています。
IPA（独）情報処理推進機構からのお知らせ

1段階目「一つ星」
「情報セキュリティ５か条」に

取り組むことを宣言

1.OSやソフトウェアは常に最新の状態にしよう！
2.ウイルス対策ソフトを導入しよう！
3.パスワードを強化しよう！
4.共有設定を見直そう!
5.脅威や攻撃の手口を知ろう!セキュリティ対策自己宣言

情報セキュリティ対策と言っても、何をやれば良いのか分からない組織では、
下段の5か条を守るところから始めてみましょう。

ご自身が取り組むセキュリティ対策を外部にアピールすることで、顧客からの評価や信頼性の向上に役立ちます。
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24時間・365日
お問合せ可能になりました

加入資格・手続きについてのご質問をチャット
でご回答いたします。詳しくは右記のQRコード
又はホームページからご確認ください。

共済金の貸付けは、「無担保・無保証人」「無利子」です。た
だし、共済金の貸付けを受けますと貸付額の10分の１に相
当する額が積み立てた掛金総額から控除されます。

「回収困難となった売掛金債権等の額」と「掛金総額の10
倍に相当する額（最高8,000万円）」のいずれか少ない額
となります。償還期間は共済金の貸付金額に応じて５年～
７年（据置期間６か月を含む）で毎月均等償還です。

小規模企業の個人事業主（共同経営者を含む）また
は会社等の役員の方が廃業や退職後の生活資金、事
業再建資金をあらかじめ準備しておく共済制度です。

共済金の受取は、一括の場合は「退職所得扱い」、分
割の場合は「公的年金等の雑所得扱い」です。

詳しくはホームページへ

●契約者貸付けの利用が可能 ●共済金の受給権は差押禁止

掛金は、全額が「小規模企業共済等掛金控除」として、
課税対象所得から控除できます。

掛金月額は、５千円～20万円の範囲内（５千円単位）で自由に選べます。

　小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓

を
支
援
す
る「
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金一般
型・コ
ロ
ナ
特
別

対
応
型（
第
三
次
締
切
）」に
つ
い

て
、石
川
県
内
の
商
工
会
支
援
分

と
し
て
三
十
八
件（
一
般
型
二
十

九
件
、コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
九

件
）が
採
択
さ
れ
た
。

採
択
さ
れ
た
企
業
は
次
の
と
お
り

【
一
般
型
】

㈱
み
た
に
や
、近
岡
屋
醤
油
㈱
、㈲

だ
る
ま
屋
、猫
屋
、Ｈｅａ
ｌ
ｉｎｇ

ｒｏｏｍ
Ｍｏｏｎｓ
ｔｏｎｅ
．、ス
ー

ヴ
ニ
ー
ル
、ヤ
ム
ヤ
ム
、民
宿
つ
る

や
、駒
井
商
店
、㈲
カ
ネ
イ
シ
、㈲

羽
咋
写
真
館
、オ
ア
シ
ス
金
沢
鍼

灸
整
骨
院
、川
崎
建
具
製
作
所
、

和
屋
㈱
、㈱
Ｍ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ｋ
ｉ 

Ｃａ
ｆｅ
、Ｐｏｎｏ
ｓ
ｈｅｒ
ｉｅ
、

シ
オ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
㈱
、㈱

目
名
製
作
所
、マ
ジ
ッ
ク
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
合
同
会
社
、山
水
荘
、㈲

エ
ヌ
ツ
ー
ケ
ー
、㈲
三
陽
、㈲
能

登
合
金
興
業
所
、谷
内
商
店
、㈲

山
崎
又一商
店
、山
下
畳
総
合
イ

ン
テ
リ
ア
、田
中
写
真
館
、㈲
肉

の
桜
井
、㈱
ル
バ
ン
シ
ュ

【
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
】

ｃｏａｓ
ｔ
ｔａ
ｂ
ｌｅ
、や
き
と
り

居
酒
屋
　一歩
、古
鶴
堂
、ナ
ス
カ
ラ

イ
ン
、㈱
上
杉
の
水
羊
羹
、愛
菜

果
、シ
ラ
エ
織
産
、㈱
山
下
ミ
ツ
商

店
、㈱
ピ
ー
ス
リ
ー     （
受
付
順
）

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金一般
型・

コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型

（
第
三
次
締
切
）

採
択
企
業
が
決
定

　工
業
試
験
場
は
、企
業
の
皆
様

が
抱
え
て
い
る
技
術
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
相
談
支
援
を
年
間

八
千
件
近
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　当
場
が
携
わ
っ
た
企
業
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

　
漆
器
は
、黒
色
や
朱
色
を
基

調
と
し
た
製
品
が
主
流
で
す
が
、

近
年
は
特
に
目
を
惹
く
色
合
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、こ
れ

ま
で
漆
器
の
着
色
に
使
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
光
輝
性
の
あ
る
色

材
を
漆
と
調
合
し
て
、パ
ー
ル
調

4
色
の
漆
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、光
を
金
色
や
紫
色
に

反
射
す
る
雲
母
材
と
ガ
ラ
ス
フ

レ
ー
ク
に
よ
り
、豪
華
な
金
色

や
、奥
行
き
感
の
あ
る
紫
色
を
表

現
す
る
漆
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
金
色
で
は
、㈱
岡
垣
漆
器
店

（
輪
島
市
）が「
ジ
パ
ン
グ
：
黄
金

色
の
輪
島
塗
」（
写
真
１
）、紫
色

で
は
、池
端
漆
香
堂（
輪
島
市
）

が「
高
級
フ
ル
ー
ツ
用
重
箱
」

（
写
真
２
）を
商
品
化
。東
京
都

内
の
見
本
市
や
百
貨
店
等
で
発

表
す
る
と
注
目
を
集
め
、通
販
サ

イ
ト
や
県
外
の
百
貨
店
等
で
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
工
業
試
験
場
で
は
こ
れ
ま
で

に
、県
内
の
名
所
旧
跡
の
花
な
ど

か
ら
食
品
に
利
用
で
き
る
酵
母
の

分
離
に
取
り
組
み
、こ
れ
ら
県
産

酵
母
を
利
用
し
た
清
酒
や
パ
ン
の

製
品
化
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、㈱
テ
ク
ノ
ー
ブ
ル（
大
阪

市
）と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、化

粧
品
に
求
め
ら
れ
る
肌
細
胞
の
活

性
化
作
用（
美
肌
効
果
）を
県
産

酵
母
エ
キ
ス
に
見
出
し
、化
粧
品

素
材
と
し
て
実
用
化
し
ま
し
た
。

　「
肌
に
も
良
く
、人
は
も
ち
ろ

ん
、自
然
環
境
に
も
や
さ
し
い
化

粧
品
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
商
品
開

発
を
行
な
っ
て
い
る
㈱
ル
バ
ン

シ
ュ（
能
美
市
）の
設
立
３０
周
年

企
画
に
あ
た
り
、兼
六
園
桜
酵

母
配
合
の
シ
ー
ト
状
美
容
液
マ

ス
ク
の
商
品
化
に
取
り
組
み
、

「
桜
咲
き
マ
ス
ク
」（
写
真
３
）の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。販
売

３
ヵ
月
で
当
初
の
年
間
販
売
目

標
を
上
回
る
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の一例
で
す
。機

械
・
繊
維
・
食
品
・
情
報
・デ
ザ
イ

ン
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
員
が

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。中

小
企
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
貴
色（
金
色
、紫
色
）を
用
い
た

漆
器
製
品

兼
六
園
桜
酵
母
に
よ
る

新
製
品
開
発

小規模事業者持続化補助金の活用事例
ゆたかさ企画（白山商工会）

活用企業から一言

事業内容

企業概要 ・農産物の加工販売業

　これまで、自社商品は甘糀の１点のみでしたが、今回の事業
で販売アイテムが増加しました。今後は自社サイトやSNSで情
報発信を行い、農業体験も含め顧客の増加、売上及び収益の
向上につなげていきます。

・設備を導入し、健康志向の女性などをターゲットとした新商     
　品を開発。
・既存の建屋を改装し、農業体験の拡充を実施。

木漆工をき（富来商工会）

活用企業から一言

事業内容

企業概要 ・木漆工品製造販売業

　今回の事業は、他社には真似できない「木地制作から塗りまで
の一貫対応能力」や「漆器作家としての技術力、創造性」といった
自身の強みを販促に活かすための取組でした。今後も暮らしに
寄り添う作品を作成し、ライフスタイル提案型のPRに努めます。

・設備を導入し、より高い精度や表現を持つ作品を製造。
・SNSやパンフレット用の写真の見栄えを良くするため、大型のス 
　トロボを導入。
・都心のギャラリーやアートステージでの展示会に出展。

誰でも本格的なホームページが
簡単に無料で作れます！
作成のご相談は商工会へ

初期費用も
月額料金も0円！

グーペは説明書が不要です。感覚的に
作れて、スマートフォンからの更新も簡単(カフェ)

作業が簡単、画面も丁寧だったので、
長く使い続けられると思いました(コーヒー店)

写真１ ジパング：黄金色の輪島塗（㈱岡垣漆器店）写真２ 高級フルーツ用重箱（池端漆香堂）

写真３ 桜咲きマスク（㈱ルバンシュ）

石川県工業試験場を
ご活用ください！

～中小企業の試験室・実験室として～
石川県金沢市鞍月２丁目１番地

（企画指導部・顧客サービス担当）

－ 10 －－ 11 －
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24時間・365日
お問合せ可能になりました
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特
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ｉｅ
、

シ
オ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
㈱
、㈱

目
名
製
作
所
、マ
ジ
ッ
ク
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
合
同
会
社
、山
水
荘
、㈲

エ
ヌ
ツ
ー
ケ
ー
、㈲
三
陽
、㈲
能

登
合
金
興
業
所
、谷
内
商
店
、㈲

山
崎
又一商
店
、山
下
畳
総
合
イ

ン
テ
リ
ア
、田
中
写
真
館
、㈲
肉

の
桜
井
、㈱
ル
バ
ン
シ
ュ

【
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
】

ｃｏａｓ
ｔ
ｔａ
ｂ
ｌｅ
、や
き
と
り

居
酒
屋
　一歩
、古
鶴
堂
、ナ
ス
カ
ラ

イ
ン
、㈱
上
杉
の
水
羊
羹
、愛
菜

果
、シ
ラ
エ
織
産
、㈱
山
下
ミ
ツ
商

店
、㈱
ピ
ー
ス
リ
ー     （
受
付
順
）

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金一般
型・

コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型

（
第
三
次
締
切
）

採
択
企
業
が
決
定

　工
業
試
験
場
は
、企
業
の
皆
様

が
抱
え
て
い
る
技
術
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
相
談
支
援
を
年
間

八
千
件
近
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　当
場
が
携
わ
っ
た
企
業
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

　
漆
器
は
、黒
色
や
朱
色
を
基

調
と
し
た
製
品
が
主
流
で
す
が
、

近
年
は
特
に
目
を
惹
く
色
合
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、こ
れ

ま
で
漆
器
の
着
色
に
使
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
光
輝
性
の
あ
る
色

材
を
漆
と
調
合
し
て
、パ
ー
ル
調

4
色
の
漆
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、光
を
金
色
や
紫
色
に

反
射
す
る
雲
母
材
と
ガ
ラ
ス
フ

レ
ー
ク
に
よ
り
、豪
華
な
金
色

や
、奥
行
き
感
の
あ
る
紫
色
を
表

現
す
る
漆
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
金
色
で
は
、㈱
岡
垣
漆
器
店

（
輪
島
市
）が「
ジ
パ
ン
グ
：
黄
金

色
の
輪
島
塗
」（
写
真
１
）、紫
色

で
は
、池
端
漆
香
堂（
輪
島
市
）

が「
高
級
フ
ル
ー
ツ
用
重
箱
」

（
写
真
２
）を
商
品
化
。東
京
都

内
の
見
本
市
や
百
貨
店
等
で
発

表
す
る
と
注
目
を
集
め
、通
販
サ

イ
ト
や
県
外
の
百
貨
店
等
で
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
工
業
試
験
場
で
は
こ
れ
ま
で

に
、県
内
の
名
所
旧
跡
の
花
な
ど

か
ら
食
品
に
利
用
で
き
る
酵
母
の

分
離
に
取
り
組
み
、こ
れ
ら
県
産

酵
母
を
利
用
し
た
清
酒
や
パ
ン
の

製
品
化
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、㈱
テ
ク
ノ
ー
ブ
ル（
大
阪

市
）と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、化

粧
品
に
求
め
ら
れ
る
肌
細
胞
の
活

性
化
作
用（
美
肌
効
果
）を
県
産

酵
母
エ
キ
ス
に
見
出
し
、化
粧
品

素
材
と
し
て
実
用
化
し
ま
し
た
。

　「
肌
に
も
良
く
、人
は
も
ち
ろ

ん
、自
然
環
境
に
も
や
さ
し
い
化

粧
品
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
商
品
開

発
を
行
な
っ
て
い
る
㈱
ル
バ
ン

シ
ュ（
能
美
市
）の
設
立
３０
周
年

企
画
に
あ
た
り
、兼
六
園
桜
酵

母
配
合
の
シ
ー
ト
状
美
容
液
マ

ス
ク
の
商
品
化
に
取
り
組
み
、

「
桜
咲
き
マ
ス
ク
」（
写
真
３
）の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。販
売

３
ヵ
月
で
当
初
の
年
間
販
売
目

標
を
上
回
る
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の一例
で
す
。機

械
・
繊
維
・
食
品
・
情
報
・デ
ザ
イ

ン
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
員
が

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。中

小
企
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
貴
色（
金
色
、紫
色
）を
用
い
た

漆
器
製
品

兼
六
園
桜
酵
母
に
よ
る

新
製
品
開
発

小規模事業者持続化補助金の活用事例
ゆたかさ企画（白山商工会）

活用企業から一言

事業内容

企業概要 ・農産物の加工販売業

　これまで、自社商品は甘糀の１点のみでしたが、今回の事業
で販売アイテムが増加しました。今後は自社サイトやSNSで情
報発信を行い、農業体験も含め顧客の増加、売上及び収益の
向上につなげていきます。

・設備を導入し、健康志向の女性などをターゲットとした新商     
　品を開発。
・既存の建屋を改装し、農業体験の拡充を実施。

木漆工をき（富来商工会）

活用企業から一言

事業内容

企業概要 ・木漆工品製造販売業

　今回の事業は、他社には真似できない「木地制作から塗りまで
の一貫対応能力」や「漆器作家としての技術力、創造性」といった
自身の強みを販促に活かすための取組でした。今後も暮らしに
寄り添う作品を作成し、ライフスタイル提案型のPRに努めます。

・設備を導入し、より高い精度や表現を持つ作品を製造。
・SNSやパンフレット用の写真の見栄えを良くするため、大型のス 
　トロボを導入。
・都心のギャラリーやアートステージでの展示会に出展。

誰でも本格的なホームページが
簡単に無料で作れます！
作成のご相談は商工会へ

初期費用も
月額料金も0円！

グーペは説明書が不要です。感覚的に
作れて、スマートフォンからの更新も簡単(カフェ)

作業が簡単、画面も丁寧だったので、
長く使い続けられると思いました(コーヒー店)

写真１ ジパング：黄金色の輪島塗（㈱岡垣漆器店）写真２ 高級フルーツ用重箱（池端漆香堂）

写真３ 桜咲きマスク（㈱ルバンシュ）

石川県工業試験場を
ご活用ください！

～中小企業の試験室・実験室として～
石川県金沢市鞍月２丁目１番地

（企画指導部・顧客サービス担当）

－ 10 －－ 11 －
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商工会UC法人カードのご案内
商工会会員の皆様限定

法人・個人事業主様のビジネスを支える

商工会UC法人カード1枚につき
複数枚発行できるので便利です

商工会会員の皆様への限定特典

※通常：1枚につき1,250円（税抜）

ETCカードも無料でご用意

商工会UC法人カードのメリット

効率的な資金運用

ご利用からお支払いまで
最長55日間

※毎月10日締翌月5日引落

❶

支払猶予期間がキャッシュフローの改善に!

精算業務の効率化

現金での立替払いや仮払いが
不要

※発行枚数に制限はありません

❷

経費を商工会UC法人カードに集約

ゆとりのあるビジネスご利用枠

さまざまなジャンルの事業費を
一本化

※キャッシング機能はありません

❸

1名様につき最大300万円のご利用枠

年会費 永年無料!
商工会UC法人カードは

商工会UC法人カードに関するお問合せは最寄りの

まで TEL076-232-3303
北関東支社 北陸エリア

（10:00～17:00 土日祝休）

付帯サービスも充実

WEB明細閲覧
サービス

が貯まる! 1,000円（税込）▶1ポイント

商 工 会 引受会社

永 久 不 滅 ポ イ ン ト

事業主の
皆様へ！

石川働き方改革推進支援センター

働き方改革全般について
様々なご相談に応じます
働き方改革全般について
様々なご相談に応じます

■社会保険労務士等の専門家が電話・メール・来所・訪問相談に応じます。

ご相談事例
◆ 時間外労働の上限規制
◆ 同一労働同一賃金
◆ 就業規則と３６協定
◆ 雇用調整助成金
◆ 生産性向上による賃上げ　など

金沢商工会議所会館３階（一社）石川県経営者協会内
電話：0120－319339　FAX：076－231－0228
メール：roudou@ishikawakeikyo.or.jp

無料！

税務署からのお知らせ

確定申告と納税は
正しくお早めに

所得税及び復興特別所得税の申告・納税は、
個人事業主の消費税及び地方消費税の申告・納税は、

感染リスク軽減のためパソコンやスマートフォンでの申告のお願い！

国税の納付はキャッシュレス納付が便利です！

パソコンやスマートフォンで、申告書を作成することができます。作成した申告書は、「e-Tax」を利用して提出できます。
詳しくは、国税庁ホームページ「確定申告特集」をご確認ください。 

納付は、振替納税・電子納税・クレジットカード納付・ＱＲコードによるコンビニエンスストア納付及び窓口納付があります。
詳しくは、国税庁ホームページ「税金の納付や還付手続について」をご確認ください。

ご注意ください
本年は、感染症対策の一環として、確定申告
会場への入場には「入場整理券」が必要です。
国税庁ホームページで入手方法等の詳細
をご確認ください。

まずは「国税局猶予相談センター」へ
電話でお早めにご相談ください

お問合せ先　金沢市西念3-4-1 金沢税務署 ＴＥＬ０７６-２６１－3221

令和２年分確定申告特集

確定申告に関する情報

新型コロナウイルス感染症の影響により、国税の納付が難しい方へ
猶予制度をご利用ください

金沢国税局 0120-948-364
電話番号はこちら

積立金一時払制度
急に資金が、必要になったとき、

これまで2億6,725万円利用されています。をご利用ください。

石川県商工会連合会

積立金一時払制度は、共済契約を解約せずに、ご自分（会社）
が掛けてきた「貯蓄積立金」を、共済契約が満期を迎える前に、
引き出せる制度です。
急に資金が、必要になったときは、ご利用ください。

制 度 概 要

お問合せ先 ご加入の商工会まで

商工貯蓄共済加入者様へ

事業主の方へ

活力ある職場づくりのために
従業員のメンタルヘルス対策を！

ちょっとした兆候に気づいたら、
ゆっくり話しを聴くことも大切です
こころの相談ダイヤルのご案内も…

こころの相談ダイヤル

０７６（２３７）２７００

石川県自殺防止対策
※その他の相談先は

お問合せ先
石川県健康福祉部障害保健福祉課　ＴＥＬ：０７６（２２５）１４２７

受付時間：２４時間３６５日
専門家（精神保健福祉士、心理士、保健師等）が
相談に応じます。

ダイヤル番号

令和３年4月１５日までです
期限が延長されました

「働き方改革」一口メモ
今年4月から、中小企業にも
同一労働同一賃金が

適用されます！
これにより、正規労働者（無期雇用フルタイム労働者）と非
正規労働者（有期雇用労働者・パートタイム労働者・派遣労
働者）の間で、不合理な待遇差を設けてはいけません。

本件に関するご相談は、
石川県商工会連合会（TEL076-268-7300）または
広域指導センター能登支所（TEL0767-66-0460）まで

正社員には通勤手当を支給し
ているのにパート社員や有期
雇用労働者には通勤手当を
支給していない。

正社員には職務内容や会社の
業績等の貢献度合いにかわら
ず、全員になんらかの賞与を支
給しているのに、パート社員や
有期雇用労働者には賞与を
支給していない。
正社員が利用している食堂や更衣室などの
福利厚生施設を、パート社員や有期雇用労働
者には利用を認めていない。

ケース１：

ケース2：

ケース3：

こうしたケースはNo!
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所得税及び復興特別所得税の申告・納税は、
個人事業主の消費税及び地方消費税の申告・納税は、
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ケース１：

ケース2：

ケース3：
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新型コロナウイルス感染症で影響を受けた地域経済の回復を目的に、全町民（16,700人）
に購入引換券を配布。
・1冊10,000円（500円券×20枚）の飲食券を5,000円で販売
・1冊12,000円（1,000円券×12枚）の商品券を10,000円で販売

ＴＥＬ：0768-62-0181能登町商工会

がんばれ!!能登町プレミアム付
商品券・飲食券

期間：R2年9月1日（火）～R3年2月28日（日）

新型コロナウイルスの終息と地域の賑わい回復を願い、「能登町地域活性化祈願花火」
と題し町内5ヵ所でそれぞれ一斉に合計10,000発の花火を打ち上げた。

能登町地域活性化祈願花火打上げ
期日：R2年10月17日（土）

場所：宇出津港・柳田白山神社周辺・松波港・
小木港・鵜川港

鶴来地区の住民限定に、鶴来の商店を応援する目的で84店舗参加のもと実施。１店舗1,000円以
上のお買い物を８店舗以上利用し、合計16,000円以上のレシートを集めると抽選に参加できる。

ＴＥＬ：０７６-２７３-２２１１鶴来商工会

Ｅａｔ Ｉｎ みかわ スタンプラリー
期間：R２年１１月７日（土）～R３年３月３１日（水）

場所：参加飲食店

「石川県Go To Eatキャンペーン」を活用し、商工会会員飲食店への来店を促進する
「Ｅａｔ Ｉｎ みかわ キャンペーン」を実施。21店舗が参加。
スタンプラリーやお得な特典を用意。美川の飲食店の応援をお願いします！
ＵＲＬ：https://mikawa.shoko.or.jp/info/sci/1614

ＴＥＬ：076-278-3328美川商工会

新春うちなだ花火大会
期日：令和３年１月１６日（土）午後８時
場所：内灘町総合グラウンド付近

新型コロナウイルス感染症の早期収束祈願、医療関係従事者への感謝及び新年と新成
人の門出を祝い、商工会青年部が「新春うちなだ花火大会」を開催。

穴水町プレミアム付飲食券
期間： R２年８月１日（土）～２年１０月３１日（土）

ＴＥＬ：076-２８６-４２００内灘町商工会

野々市いいところ再発見 プレミアム商品券
期間：R２年１１月１６日（月）～R２年１２月６日（日）

会員事業者の支援及び地域経済の活性化を目的に、商工会が主体となり市と協力して
プレミアム商品券を発行。251店舗が参加。1冊13,0００円を10,０００円で販売。（小規模
店舗のみで利用できる５００円券と、全加盟店で利用できる１,０００円券の２種構成。）

志賀町事業者支援持続化補助金
期間：R２年4月1日（水）～R2年10月31日（土）

新型コロナウイルスにより売上減少、生産力低下等の影響を受けた町内商工業者が、事業の継続を
図るための販路開拓、生産性向上等に取り組む事業を対象に補助。（補助率100%、上限10万円）
商工会では、申請手続き～実績報告を個別に支援。

志賀町プレミアム食事券
期間：R２年7月27日（月）～R2年12月31日（木）

飲食店、仕出し弁当店、宿泊施設等の参加68店舗で利用できる食事券1冊10,000円
（500円券×20枚）を5,000円で販売。

志賀町プレミアム商品券
期間：R２年10月17日（土）～R3年2月28日（日）

1冊12,000円（500円券×24枚）の商品券を10,000円で販売。224店舗が参加。

ＴＥＬ：076-246-1242野々市市商工会野々市市商工会

宝達志水町プレミアム付商品券
期間：R２年１１月２日（月）～R３年２月２８日（日）

つるぎでおかいもの ぐるぐるラリー
期間：R２年１２月１８日（金）～R３年１月１０日（日）

「知恵と工夫でピンチをチャンスに変える」新しいビジネスとその可能性を応援する表彰
制度

ビジネスプランコンテスト ビジコンつるぎ
期間：R2年12月3日(木)～R3年1月12日(火)

583３. 3 . 1  583３. 3 . 1  

本内容は、保険・共済制度の概要についてご紹介したもので、募集文書ではありません。取扱商品、各共済・保険の名称や補償内容は、引受保険会社によって異なりますの
で、パンフレットまたは重要事項説明書等をご覧ください。（パンフレット等は、石川県商工会連合会のホームページに掲載しております。）
なお、ご不明の点がありましたら最寄りの商工会又は石川県商工会連合会商工会支援課におたずねください。

新型コロナウイルス感染症により、売上減少等の厳しい経営を強いられている事業者を商工会が応援した事例の一部です。

低迷する地域経済の支援対策として１冊7,0００円(１,０００円券×７枚)の商品券を５,０００円
でドライブスルー方式により販売。８０店舗が参加。

ＴＥＬ：０７６７-２８-２３０１宝達志水町商工会宝達志水町商工会

飲食店の消費を回復させるため、プレミアム付飲食券１冊5,000円（500円券×10
枚）を2,500円で販売。55店舗が参加。

あなみず地元応援商品券
期間： R２年１２月１日（火）～R３年２月２８日（日）

町民の経済的負担を軽減するため、商工会会員事業所で使用できる商品券5,000円
分を全町民に配布。98事業所が参加。

ＴＥＬ：０７６８-５２-０５１６穴水町商工会穴水町商工会

ＴＥＬ：０７６７-３２-１００２志賀町商工会ＴＥＬ：０７６７-４２-２５６２／富来商工会

商工会の応援活動
新型コロナウイルス感染症対応

がんばろう！

◀QRコードは
　こちら

新型コロナウイルスによる
休業補償が追加！

「施設での新型コロナウイルス感染者の判明により、休業した場合の休業損害を補償する
商品」を要望する声が多数あり、令和３年１月から、ビジネス総合保険に新型コロナウイル
ス等の感染症に対する休業補償商品が加わりました。
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